
学校番号 ２１１ 

令和 2年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ２ 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版現代文Ｂ（数研出版） 

副教材等 

「新訂国語図説四訂版」（京都書房）、「音訓別重要頻出漢字リアルマスター3300」

（尚文出版）、「論理エンジン設問の論理的解法編」（水王舎）、 

「プログレス現代文      」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年次は、１年次の学習内容に加えて、多種多彩な文章に触れ、自分たちの用いる言語、文化、社会、

自己の内面や外の世界に対する思索を深めることを目標とします。 

・さまざまな文章に触れ、読解力を向上させると共に、小説教材では登場人物の心理を理解できるよう

にして下さい。 

・自分の意見や考え、思いを自身で深めていけるよう、授業においては模範解答を待つだけの受け身の

姿勢ではなく、他の生徒が指名されている時でも自分が指名されているつもりで、能動的・主体的な

意識をもって臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・言葉を的確に理解し、それに対して自分自身の考えや意見を持つ。 

・思索の基礎となる語彙力を高める。 

・思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨く。 

・文章を楽しみながら味わい、言語文化への興味・関心をはぐくむ。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・

態度 
b:話す、聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

言葉で互いの考

えを伝え合い理

解しあう力を高

めるとともに、

言語文化に対す

る関心を深め、

国語を尊重して

その向上を図ろ

うとする。 

目的や場に応じて

効果的に話し的確

に聞き取ったり、話

し合ったりして、自

分の考えをまとめ、

深めている。 

相手や目的、意図

に応じた適切な表

現による文章を書

き、自分の考えを

まとめ、深めてい

る。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて、幅広く

読んだりして、

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢

字などについて

理解し、知識を

身につけてい

る。また、慣用

句や言い回しの

裏にあるニュア

ンスを感じ取ろ

うとしている。 

評
価
方
法 

・学習活動への

参加姿勢や態度 

・ノート、プリ

ント、ワークシ

ート 

・学習活動における

発言内容や態度 

・ノート、プリント、

ワークシート 

・定期考査 

・レポート・感想

文などの作成した

文章 

・ノート、プリン

ト、ワークシート 

・定期考査 

・学習活動にお

ける発言内容 

・ノート、プリ

ント、ワークシ

ート 

・定期考査 

・学習活動にお

ける発言内容 

・ノート、プリ

ント、ワークシ

ート 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名 
 

 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ e 

１ 評
論
一 

「生の音楽という幻想」  

      渡辺 裕 

 

「資源はなぜ枯渇するの

か」 

      細田 衛士 

○   ○ 〇 a:現代の様々なメディア

に関心をもっているか。

環境問題に関心を持って

いる。 

d:具体例から筆者の主張

を読み取ることができ

た。 

e：全文を正しく音読でき

る。語句の意味や用法を

理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

d: 発 言 内

容、提出課

題の点検 

e:小テスト 

定期考査 

１ 小
説
一 

「山月記」 

      中島 敦 

 

  

○ ○  ○ ○ a:話の内容、登場人物の

心情を読み取っている。 

b:文章の構成、登場人粒

の心理の変化、主題を理

解できた。 

d:独特な文体、修辞法を

読み取ることができた 

e:文章の形態や文体の違

いによる特色について理

解している。 

a:授業への

参加姿勢 

b: 行 動 の

観察及び記

述の点検 

d・e:小テスト 

定期考査 

２ 評
論
三 

「ラムネ氏のこと」  

       坂口 安吾 

○ ○  ○  a:教材の内容に興味をも

っている。b:論旨を押さ

えながら朗読すること

や、朗読を聞きながら文

章の展開や要旨をとらえ

たりすることができる。

d:筆者のいう「ラムネ氏」

がどのような人間のこと

をさしているかを理解で

きた。 

a:授業への

参加姿勢 

b: 行 動 の

観察及び記

述の点検、 

d:小テスト 

定期考査 



２ 
 

詩 「小諸なる古城のほとり」  

   島崎 藤村 

 

「永訣の朝」 

    宮沢 賢治 

○ 〇  ○ ○ a:それぞれの詩の作られ

た背景について、表現か

ら探ろうとしている。 

b:作者の思いについて、

自分の意見を持って話し

合えた。 

d:具体的な言葉がイメー

ジさせるものを自分の言

葉で把握・理解し、詩歌

の背景を知った上で、作

者の思いを理解する。  

e:表現の特徴を理解す

る。 

a:授業への

参加姿勢 

b: 行 動 の

観察及び記

述の点検、 

d・e:小テスト 

定期考査 

２ 評
論
三 

「変貌する聖女」 

       川島 慶子 

○  ○ ○ ○ a:フェミニズムと社会の

関わりや、教材の内容に

関心を持っている。 

ｃ:筆者の考えを自分な

りに理解してまとめるこ

とができる。 

d:社会の変化とともに、

伝記の中のキュリー夫人

がどのように「変貌」し

ていったかを理解し、整

理できる。 

e: 言葉の意味やニュア

ンスを正しく理解して使

用している。 

a:授業への

参加姿勢 

c:ノートへの

記入 

d・e:小テスト 

定期考査 

 

２ 小
説
三 

「こころ」 

     夏目 漱石 

○ ○ 〇 ○ ○ a:話の内容、登場人物の心

情を読み取っている。 

b:文章の構成、登場人粒の

心理の変化、主題を理解で

きた。ｃ：登場人物の死の

理由について、自分の読み

を元にして論述できる。 

d:近代の小説の表現や修

辞法を読み取ることがで

きた。e:文章の形態や文体

の違いによる特色につい

て理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

b: 行 動 の

観察及び記

述の点検、 

c:課題提出 

d・e:小テスト 

定期考査 

 



３ 評
論
四
・五 

「ぼくらの民主主義なん

だぜ」 

       高橋源一郎 

 

「メディアと倫理」 

       和田伸一郎 

〇 〇  〇 〇 a:現代社会の状況や、メデ

ィアのあり方に関心がも

てる。論文に頻出する表現

に慣れ、その論理展開に関

心が持てる。 

b:本文の示す意見に対し

て自分の意見や考えを持

ち、表現できる。 

d:文章の論理を的確に読

み取ることができた。 

e: 言葉の意味やニュアン

スを正しく理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

b: 行 動 の

観察及び記

述の点検、 

d・e:小テスト 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す、聞く能力   c：書く能力 

ｄ:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


